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mountains）

森林限界は垂直分布上も水平分布の上でも，重要な植生分布の境界線である。垂直分布上は亜高山針葉樹林帯と高

山帯の境界をつくり，水平分布では亜寒帯針葉樹林とツンドラ植物群を主とする寒帯の境界になっている。ただわが

国の森林限界付近の植生の配慨は，ヨーロッパアルプスなどと比べると，次の２点において異なり，それが日本の高

山の特色となっている。①世界的には森林限界は７月の平均気温10°Ｃの線に一致するとされているが，わが国の森林

限界はその線より２()0ｍから岐大で700ｍほど低い。②わが国では森林限界の上にハイマツ低木林の優占する高度帯

がある。

このうち森林限界の低下については，沖津進や，筆者を含む何人かの調査によって，氷期にできた岩塊斜面が原

因になっていることが明らかになってきた。岩塊斜面が森林限界の上昇をくい止めているのが，各地の山で見出され

たためである。蝶ヶ岳ではこれがIﾘ｣暗に見られるし，岩塊斜面の発達の良い早池lll爺や至仏山では，森林限界は気候条

件から推定される間度より700ｍも低

下している。岩塊斜而では土地条件が

悪いために，亜高山針葉樹は生育でき

ない。その結果，岩塊地でも生育でき

るハイマツが本来の生育稲より,低下

し，広いハイマツ帯を形成することに

なった。氷期の垂直分布帯を復元する

際，現在の森林限界を基準にすること

があるが，この結果から見ると，垂直

分布帯全体の下げすぎということが生

じる。そうしないよう注意が必要である。

ところでヨーロッパアルプスにはハ

イマツ帯にあたる植生帯が存在しな

い。このため日本の商111のハイマツ帯

の位置づけがつねに問題になってきた

が，最近，筆者はポーランドとチェコ

の国境にあるタトラ山地（ズデーテン

山脈）の写真を見ていて，ハイマツ帯

そっくりの低木林のゾーンがあるのに

気がついた。Ｐｉﾙﾙｚ１Ｍｓ〃zzlgり（ムゴマツ）

の林である。内陸にあるタトラ山地

では氷期の氷河の発達がよくなく，

ちょうど日本の商山とよく似たような

環境にあった。このため，ムゴマツ

は，ヨーロッパアルプスでは氷河の拡

大によってほとんど駆逐されてしまっ

たのに対し，この山地では商山柑に広

く残ることができた。したがってタト

ラ山地ではヨーロッパ本来の垂直分布

帯が残っていると考えることができ

る。これまで垂直分布帯の議論では，

アルプスがもっぱらスタンダードにさ

れてきたが，むしろタトラ山地や日本

アルプスの方がスタンダードにふさわ

しいと考える。
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